

































第 26 集〉（新星書房、1973 年）
歌集『剳青俎』〈薫風草書 40 集〉（国文社、1981 年）
「平井三恭追悼号」『薫風』1984 年 12 月発行
歌論集『短歌へのアプローチ』第 3 巻（1）〈薫風叢







  ① 「歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品（上）」（『湘
北紀要』第 30 号、2009 年）
渡辺よしたかと平井三恭の訣別










  ② 「歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品（中）
―その 1―」（『湘北紀要』第 31 号、2010 年）
  ③ 「渡辺よしたかの戦争詠をめぐって―歌人〝渡
辺よしたか〟の生涯と作品（中）その 2―」（『湘
北紀要』第 32 号、2011 年）




究』第 28 号、近代人物研究会、2011 年）
  ⑤ 「渡辺よしたかの戦後詠（1946 ～ 1951）をめ
ぐって―歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品
（下）その 1―」（『湘北紀要』第 33 号、2012 年）
  ⑥ 「歌人・浜口英子と台湾」（『湘北紀要』第 33 号、
2012 年）
  ⑦ 「渡辺よしたかの戦後詠（1952 ～ 1955）をめ
ぐって―歌人〝渡辺よしたか〟の生涯と作品










































































































































































































































































































































































































































































  1 行けど行けど茂り黄に咲き限りなしタンポポ
は何かにならぬのか
  2 ここより海に没る日が見ゆという海に待ちつ
つ昏れてしまう
  3 「ここは俺のだ」版図と島を掠取する武力の
前によろうなき民
佐藤佐太郎氏
  4 台風のあらびしなごり流木は海にただよい清
き砂浜
  5 香ぐわしき原を横ぎる路あれば秋の西日をう
けつつ歩む
  6 山高き道のつづきに林見ゆ直線に立つ木のす
がしさよ
渡辺　義隆先生
  7 あくまでも色鮮烈に花は咲き流民さながらに
漁家まばらなり
  8 生きものの吐きし空気はここになし荒磯の上
にひくき熊笹
  9 樺太を返せ千島を返せオホーツクの宗谷の海
に溟滓れるこえ
  10 喧噪の耳に聞くべき声ならず憂愁の湖のもら
す一語を
  11 錵のごと光ふふみておちたるは石狩川のみな
もとの水




















  13 ここに在るものを見よ思惟せむとする心あり
太古のなかの闇のうばたま
  14 いちぢくの熟れ色みゆる直江津のはたごに昏
迷ふかき溜息
  15 神の意遂げむと希う人間の立つは嗟嘆と懊悩
の淵
  16 焼けただれ燃えつくしたる毒の花情炎の地の
赤き火山土






























  ○ 月かげは一枚橋を浮かせども渡りは行かず対
岸の梅
  ○ 斯くありて人は孤高に赴きぬべし月に濡れつ
つ梅光るなり
  ○ 潺湲の水ゆく雨後の径暗く随所に主となりひ
とり心は




























































































































































































































































































































































































































Mitsuyasu Hirai’s breakaway from Yoshitaka Watanabe
Tanka Poet Yoshitaka Watanabe : His life and literary works (Part 6)
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